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７Ｍスロー得点

戦 評 前半3分最初の得点が決まると、そこから一進一退の攻防が展開される。松山工は⑩大西の軽やかなフェイントで得点を重
ね、一方栃木は④青木が長身を活かしたロング、ステップシュートで対抗し、前半を12-12の同点で折り返す。後半に入り、
前半終盤より調子を上げた栃木⑦松本が気を吐くが松山工のDFに攻めあぐみ中盤より失速。松山工は④中岡が速攻で連取する
と一気に点差を広げ、後半18分には10点差とする。その勢いを保った松山工が栃木を14点差で突き放し、次の舞台へ駒を進め
た。（柏葉公平）
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